
学校番号 3027 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 
現代社会 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校改訂版 新現代社会 

副教材等 フォーラム現代社会 2023（とうほう） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代の諸課題を解決する活動を通じて、自国を愛するとともに国際社会に主体的に生き、平

和で民主的な国家や地方自治体の形成者に必要な公民としての資質を養います。また、理系を

中心に共通テストで選択できるように入試対策も行います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

現代の諸問題を解決する日本国民としての自覚と資質を養います。そのために、定期考査の結

果でだけでではなく、授業中の適切な発言、ノート・提出物の内容、グループディスカッション

における積極性など総合的に判断します。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

定期考査の結果、授

業の取り組み、提出

物の内容、ディスカ

ッションの発言内容

など総合的に判断す

る。  

 提出物やレポート

の内容、授業中の発

言、プレゼンテーシ

ョン能力などから総

合的に判断する。 

 多くの資料を取捨

選択し、皆に伝わり

やすいプレゼンテー

ション能力を重視す

る。 

 おおまかな日本

の諸課題が適切に

理解できているか

が重視される。 

評
価
方
法 

授業への取り組み具

合、定期考査に向け

ての取り組み具合、

提出物の内容とき期

限の厳守、ディスカ

ッションの発言がい

かにまとを得ている

かで評価する。 

 レポートは考え方

が首尾一貫としたも

のになっているか、

授業中の設問に対し

て歴史的思考を培っ

たものになっている

かなどで評価する。 

 わかりやすく発

言・プレゼンテーシ

ョンができているか

で判断する。 

 定期考査、レポー

トの内容、ノートな

どの提出物の内容、

授業中の発言やプ

レゼンテーション

の出来具合などで

総合的に判断する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期
中
間 

私
達
の
生
き
る
社
会 

・環境と私たちの生活 

・資源エネルギー問題 

・科学技術の発達 

・高度情報社会 

 

 

〇    a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

一
学
期
期
末 

現
代
社
会
と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方 

・青年期と自己形成 

・個人の尊重と法の支配 

・現代の民主政治と政治参加

の意義 

 

 

 

 

 

 〇   a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

二
学
期
中
間 

現
代
社
会
と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方 

・国際社会の動向と日本の役

割 

・日本社会に生きる倫理 

・豊かな社会の実現に」向け 

 

 

 

 

 

   〇 a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

二
学
期
期
末 

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て 

・ケーススタディ 

社会保障と消費税 

震災から復興への道のり 

人口問題と私たちの未来 

 

 

 

 

  〇  a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 



三
学
期 

と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て 

・トピックについての学習 

尊厳死と安楽死 

NGO・NPO について 

電子マネーと契約について 

 

 

 

 

〇    a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


